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ｉ タウンページを用いた
広島市内の商業分析 

川瀬正樹 

（広島修道大学商学部） 

地理情報システム学会 特別セッション  

「マイクロジオデータの普及と利活用」 
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今日の報告 
• きっかけは「広島修道大学商学部と広島商工会議所 

 との共同シンポジウム」で基調報告をすることになった。 

↓ 

「GISを使って何かやってくれ！」と学部長から依頼あり。 

新たにデータを購入する時間とお金がない。 

↓ 

商店・施設等の分布図を作成し、統計地図と合わせて、 

広島市内（府中町、海田町を含む）の商店の立地を分析 

↓ 

ボロノイ分割、バッファリングも活用 

 

• ＧＩＳエンジン：ＡｒｃＧＩＳ（米：ESRI社製） 
         （広島修道大学商学部の授業でも使用） 

 



3 

使用したデータ 
 

• 地図・統計データ： 

  ArcGIS Data Collection スタンダードパック2010 
 （ESRI Japan(株)） 

  ・全国広域地図（中国地方版） 
  ・全国基本統計 
   平成17年度国勢調査（小地域） 

    平成17年度国勢調査及び平成18年度事業所・企業統計調査（500mメッシュ） 
 

• 「iタウンページ」から商店や施設の住所を取得（無料） 
↓ 

東京大学空間情報科学研究センター（CSIS）提供の 

「CSVアドレスマッチングサービス」 
（CSV Geocoding Service）により、 

商店等の緯度経度を取得 



iタウンページでエリアと業種で検索 
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業種検索の画面（コンビニエンスストア） 
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Wordにコピー＆テキストのみ貼り付け 
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余分な情報を消してテキスト形式で保存 
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Excelでテキストファイルを読み込み 
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読み込んだファイルをcsv形式で保存 
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「CSV Geocoding Service」で検索すると・・・ 
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必要事項を記
入して「送信」
→「開く」 



位置情報が付加されたのを確認→CSV形式で保存 

11 
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昼夜人口差＋コンビニの分布 

→昼間人口の多い中心部に多いが、周辺にも。 
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コンビニのボロノイ図 

→コンビニの商圏は中心部で小さく、郊外で大きい。 
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コンビニのバッファリング（350m,500m) 

→バッファの隙間が、中心部にはないが郊外にはある 
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コンビニ＋バッファ＋ボロノイ＋人口密度 

→バッファの外にある地域はコンビニから遠い。 
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例：牛田付近の拡大図 

→人口密度が高いのにコンビニがない。 
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スーパーAの分布＋昼夜人口差 

→昼間人口の多い中心部には無い。夜間人口重視。 
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スーパーAの700mバッファ＋人口密度＋スーパ－の分布 

→郊外のスーパーAは、競合店が少ないところに立地 
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人口密度＋スーパーAの700mバッファ 

＋スーパーのボロノイ＋コンビニ分布 



20 

65歳以上女性の人口割合でみると・・・ 

→その地区に多い年齢層向けの品揃えも検討可能 
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F図書（書籍販売）と高校・大学・短大の分布 

郊外では学校付近に多くない→学生が本を読まないから？ 
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ハンドリング等で苦労した事 

• ｉタウンページは、約20件ごとに表示される。 

↓ 

ページ数が多い場合は、コピー＆ペーストを 

何度も繰り返さなければならない 

（広島市内のコンビニは469もあった） 

 

• データの重複に注意する必要がある。 

↓ 

もともと電話帳なので、同じ店舗等に部署が複数あれ
ば複数掲載されていたり、同じものが別の名前で掲載
されている場合もあるので、綿密なチェックが必要 

（例：ホテル○○と○○ホテルなど） 
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こんなデータがあれば・・・ 
①各店舗や商店街のより詳細な情報 
 →開店日、売場面積、営業時間、駐車台数など 

↓ 

大型店については、東洋経済新報社の 

「大型小売店舗総覧」のデータなどを入れられるのでは？ 
（広島県については、我がゼミ学生にデータ入力をさせて、 

アドレスマッチングで位置情報を付加した。） 
 

②各店舗の顧客の住所情報（→氏名は不要） 

  →各店舗が所有。大学教員は持っていない。 

↓ 

あれば商圏の現状分析が可能になる 

（ハフモデルでは限界があるのでは？） 

個人情報保護、企業秘密の限界があるので、 

どこまで可能か検討が必要→現実にはかなり難しいか？ 
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こんなデータがあれば・・・ 
③各地で行われている商圏調査のデータ 

品目別の商圏データを、GISで使えないか？ 
（地域によって、調査方法、調査区区分、調査対象が違うが・・・） 

↓ 

各調査団体（地方自治体や商工会議所、商店会等）
への呼びかけが必要。 

 

④行政単位（町丁等）によらない様々なデータ 

  商店街単位、自治会単位、学校単位、学区単位、 

  住宅団地単位など 

 ↓ 

行政の、統計担当以外の部署が持っているデータを 

マイクロジオデータ化していけないか？ 
 


